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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 74,474 △5.6 7,422 △11.0 6,943 △14.8 5,039 △11.9

28年３月期第２四半期 78,912 29.6 8,336 99.4 8,149 102.4 5,716 140.8

(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 2,939百万円(△42.6％) 28年３月期第２四半期 5,124百万円( 146.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 68.19 68.19

28年３月期第２四半期 78.99 －
　

(注) 当社は、平成28年１月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 115,904 55,689 46.9

28年３月期 123,568 54,047 42.6

(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 54,372百万円 28年３月期 52,641百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 37.00 － 19.00 －

29年３月期 － 12.00

29年３月期(予想) － 12.00 24.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２．当社は平成28年１月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を実施しましたが、平成28年３月期の
第２四半期末配当金は株式分割前の実際の配当金額を記載しております。

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 152,000 △5.5 14,200 △17.6 13,600 △17.3 9,800 △15.3 132.62

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧ください。

　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 73,896,400株 28年３月期 73,896,400株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 465株 28年３月期 465株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 73,895,935株 28年３月期２Ｑ 72,376,104株

(注) 当社は、平成28年１月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信
の開示時点において、四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しております。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる仮定等については本日公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）の連結業績は、主要販売先

への売上減や円高による邦貨換算の影響等により、売上高は前年同期と比べ4,437百万円（5.6％）

減少の74,474百万円となりました。

営業利益は、コスト低減活動により改善に努めましたが、減収影響や新製品の量産にかかる費用

の増加等により、前年同期と比べ914百万円（11.0％）減少の7,422百万円となりました。経常利益

は、前年同期と比べ1,206百万円（14.8％）減少の6,943百万円となりました。親会社株主に帰属す

る四半期純利益は、前年同期と比べ677百万円（11.9％）減少の5,039百万円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

主要販売先への売上減や為替変動の影響等により、売上高は前年同期と比べ311百万円（0.5％）

減少の59,755百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、コスト低減活動により改善に

努めましたが、減収影響や新製品の量産にかかる費用の増加等により、前年同期と比べ1,411百万

円（18.7％）減少の6,140百万円となりました。

　

（中国・韓国）

中国子会社における主要販売先への売上は増加しましたが、円高による邦貨換算の影響等によ

り、売上高は前年同期と比べ302百万円（7.8％）減少の3,593百万円となりました。セグメント利

益（営業利益）は、コスト低減活動等により、前年同期と比べ142百万円（190.5％）増加の217百

万円となりました。

（アセアン）

タイ子会社における主要販売先への製品売上は増加しましたが、前年同期はタイ子会社において

新製品の量産開始にともなう金型の売上があったことや、円高による邦貨換算の影響等により、売

上高は前年同期と比べ2,959百万円（37.7％）減少の4,883百万円となりました。セグメント利益

（営業利益）は、コスト低減活動により改善に努めましたが、減収影響等により、前年同期と比べ

215百万円（27.7％）減少の562百万円となりました。

（中米・北米）

メキシコ子会社における主要販売先への売上減や円高による邦貨換算の影響等により、売上高は

前年同期と比べ996百万円（10.8％）減少の8,229百万円となりました。セグメント利益（営業利

益）は、減収影響はありましたが、為替変動の影響やコスト低減活動等により、前年同期と比べ

543百万円（2,095.0％）増加の569百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（連結財政状態）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ7,663百万円（6.2％）減少し、115,904

百万円となりました。主な要因は、現金及び預金並びに有形固定資産の減少によるものでありま

す。

負債は、前期末に比べ9,306百万円（13.4％）減少し60,215百万円となりました。主な要因は、

長期借入金並びに支払手形及び買掛金の減少によるものであります。

純資産は、前期末に比べ1,642百万円（3.0％）増加し55,689百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金の増加及び為替換算調整勘定の減少によるものであります。
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（連結キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前期末と

比較して4,132百万円（11.1％）減少し、33,041百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは6,873百万円の収入（前年同期は15,075百万円の収入）と

なりました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益6,918百万円の計上、減価償却費4,423百万円

の計上による資金増加があった一方で、法人税等の支払額2,458百万円による資金減少があったこ

とによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、5,217百万円の支出（前年同期は4,456百万円の支出）と

なりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出4,801百万円があったことによるもので

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、4,658百万円の支出（前年同期は3,186百万円の支出）と

なりました。主な要因は、セール・アンド・リースバックによる収入1,588百万円があった一方で、

リース債務の返済による支出2,287百万円及び長期借入金の返済による支出1,669百万円があったこ

とによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の連結業績予想につきましては、平成28年５月11

日に公表した予想から修正しております。詳細は、本日（平成28年11月９日）公表の「業績予想の

修正に関するお知らせ」をご覧ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、当社及び国

内連結子会社において平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方

法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,614 33,815

受取手形及び売掛金 23,899 23,878

電子記録債権 3,360 2,945

商品及び製品 988 1,401

仕掛品 679 623

原材料及び貯蔵品 3,033 2,453

繰延税金資産 1,400 1,422

未収入金 445 200

その他 1,246 1,398

貸倒引当金 △431 △423

流動資産合計 72,236 67,715

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,586 9,782

機械装置及び運搬具（純額） 11,452 11,454

工具、器具及び備品（純額） 2,209 1,998

土地 11,032 10,983

リース資産（純額） 7,398 6,263

建設仮勘定 3,814 3,482

有形固定資産合計 46,493 43,966

無形固定資産

のれん 62 26

その他 1,095 1,022

無形固定資産合計 1,157 1,048

投資その他の資産

投資有価証券 1,962 1,696

長期貸付金 328 320

繰延税金資産 937 904

その他 792 582

貸倒引当金 △340 △330

投資その他の資産合計 3,680 3,173

固定資産合計 51,332 48,188

資産合計 123,568 115,904
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,709 27,197

短期借入金 3,908 3,527

1年内返済予定の長期借入金 3,171 2,962

1年内償還予定の社債 1,000 －

リース債務 3,952 3,733

未払金 4,563 3,863

未払費用 587 543

未払法人税等 2,432 1,807

賞与引当金 1,876 1,652

製品保証引当金 1,093 605

設備関係支払手形 501 755

その他 1,648 733

流動負債合計 53,442 47,381

固定負債

長期借入金 8,257 6,204

リース債務 3,723 2,740

退職給付に係る負債 3,551 3,389

役員退職慰労引当金 167 7

資産除去債務 181 181

その他 197 311

固定負債合計 16,078 12,834

負債合計 69,521 60,215

純資産の部

株主資本

資本金 5,426 5,426

資本剰余金 10,836 10,836

利益剰余金 34,425 38,060

自己株式 △0 △0

株主資本合計 50,687 54,323

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 403 298

為替換算調整勘定 1,673 △177

退職給付に係る調整累計額 △124 △72

その他の包括利益累計額合計 1,953 48

新株予約権 － 5

非支配株主持分 1,405 1,312

純資産合計 54,047 55,689

負債純資産合計 123,568 115,904
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 78,912 74,474

売上原価 66,747 63,337

売上総利益 12,165 11,137

販売費及び一般管理費 3,828 3,715

営業利益 8,336 7,422

営業外収益

受取利息 36 46

受取配当金 8 11

持分法による投資利益 137 －

補助金収入 17 49

その他 128 84

営業外収益合計 328 191

営業外費用

支払利息 237 189

持分法による投資損失 － 73

為替差損 254 384

その他 23 23

営業外費用合計 515 670

経常利益 8,149 6,943

特別利益

固定資産売却益 8 2

投資有価証券売却益 1 －

特別利益合計 10 2

特別損失

固定資産除売却損 69 27

特別損失合計 69 27

税金等調整前四半期純利益 8,090 6,918

法人税等 2,528 1,926

四半期純利益 5,561 4,991

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △155 △47

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,716 5,039
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 5,561 4,991

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △271 △105

為替換算調整勘定 △144 △1,984

退職給付に係る調整額 △2 51

持分法適用会社に対する持分相当額 △19 △14

その他の包括利益合計 △437 △2,052

四半期包括利益 5,124 2,939

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,286 3,134

非支配株主に係る四半期包括利益 △162 △195
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,090 6,918

減価償却費 4,611 4,423

のれん償却額 32 29

株式報酬費用 － 5

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △18

賞与引当金の増減額（△は減少） △139 △217

製品保証引当金の増減額（△は減少） △222 △487

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △160 △146

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2 △159

受取利息及び受取配当金 △44 △57

支払利息 237 189

持分法による投資損益（△は益） △137 73

固定資産除売却損益（△は益） 60 25

投資有価証券売却損益（△は益） △1 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,089 △316

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,297 △53

仕入債務の増減額（△は減少） 944 △902

その他 △484 93

小計 17,166 9,397

利息及び配当金の受取額 91 123

利息の支払額 △237 △189

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,945 △2,458

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,075 6,873

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △200 △333

有形固定資産の取得による支出 △4,268 △4,801

有形固定資産の売却による収入 22 18

無形固定資産の取得による支出 △45 △74

投資有価証券の取得による支出 △18 －

投資有価証券の売却による収入 4 －

長期貸付金の回収による収入 58 －

その他 △8 △27

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,456 △5,217

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △493 10

長期借入れによる収入 573 －

長期借入金の返済による支出 △1,270 △1,669

社債の償還による支出 － △1,000

セール・アンド・リースバックによる収入 1,143 1,588

リース債務の返済による支出 △2,372 △2,287

配当金の支払額 △768 △1,401

非支配株主からの払込みによる収入 － 101

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,186 △4,658

現金及び現金同等物に係る換算差額 △109 △1,129

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,322 △4,132

現金及び現金同等物の期首残高 20,415 37,174

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,737 33,041
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

外部顧客への売上高 58,531 3,372 7,842 9,165 78,912

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,535 522 0 60 2,118

計 60,067 3,895 7,842 9,225 81,030

セグメント利益 7,551 74 778 25 8,431

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 8,431

セグメント間取引消去 △94

四半期連結損益計算書の営業利益 8,336

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

外部顧客への売上高 58,248 3,131 4,875 8,219 74,474

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,507 461 8 9 1,986

計 59,755 3,593 4,883 8,229 76,461

セグメント利益 6,140 217 562 569 7,489

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 7,489

セグメント間取引消去 △67

四半期連結損益計算書の営業利益 7,422
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